
令和７年度孤立集落状況把握・支援訓練
（京都府・内閣府）

実 施 報 告 書
（概 要 版）

京都府について

出典：国土地理院

 京都府は、日本列島のほぼ中央に位置して
おり、4,612㎢の面積を有する。南北に細長

い地形となっており、北部は日本海に面して
いる

 今回訓練を実施した宮津市は、京都府の北
西部に位置し、宮津港を中心として日本海若
狭湾に面し、特別名勝「天橋立」で知られ、市
の南部と北部が天橋立の砂州によって連な
る特異な地形で、Ｌ字型に日本海を抱くよう
な形状となっている。

主な被害想定
 宮津市は急峻な地形から、台風や集中豪雨

による河川の氾濫、浸水、土砂災害等の被
害が想定され、中山間部の集落では道路の
通行止めによる孤立のおそれがある。また、
沿岸部では日本海特有の高波・高潮の他、
低地や河口を中心に浸水や護岸の損壊のお
それがある。

 南海トラフ地震が発生した場合には、最大震
度５強、3ｍの津波到達が想定されている。
郷村断層など日本海を震源とする最大クラ
スの地震が発生した場合には、最大震度７
が想定されていいる。
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■訓練想定：局地的豪雨による土砂崩れが発生し、河川では氾濫危険水位を超過
して床下浸水が発生し、一部住家が孤立している状況下で直下型地
震が発生。震度６弱を観測、市内で火災や建物倒壊が発生。

■実施日時： 【孤立集落状況把握・支援訓練】令和７年８月３１日（日）10:00～12:20
※京都府総合防災訓練の一環として実施

■主 催：京都府防災会議、宮津市防災会議、京丹後市防災会議、伊根町防災
会議、与謝野町防災会議

■アドバイザー：立命館大学政策科学部 井ノ口 宗成 教授

■参加者数：約950名

■参加機関：近畿地方整備局､京都地方気象台､近畿地方測量部、近畿総合通信
局、海上保安本部､陸上自衛隊､海上自衛隊、航空自衛隊、京都府警
察本部､民間事業者、日本赤十字社京都府支部､京都府DMAT､(一
社)京都府医師会､(一社)京都府薬剤師会､(公社)京都府看護協会､
(公社)京都府助産師会､(公社)京都府栄養士会 等

■訓練項目：航空訓練､船舶訓練､土砂・座屈ビルからの救出・救助訓練､合同救護
所訓練､避難所運営訓練､保健医療福祉調整地域本部訓練、災害ボ
ランティアセンター運営訓練､物資輸送訓練､防災・防災車両展示

■訓練の特色：京都府の総合防災訓練(宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町との
共催)の一環として孤立集落への物資輸送・救出訓練を実施したもの
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【成果】
○ 多くの防災関係機関が参加し、連携強化の機会として意義が大きかった。

○ 陸路・空路・海路からの救出・救助訓練や、医療関連機関が連携した急性期対応、住
民が参加する避難所運営訓練やボランティアセンター設置訓練と多様な訓練内容で
あり、住民の防災意識向上にも効果があったと考えられる。

○ 避難所運営訓練では、受付や居住スペースの設置などの従来型の訓練に留まらず、
多言語対応や要配慮者、妊婦、精神障害者等を含めた様々な事情のある被災者に
配慮した設計がなされていた。

【課題】
●８月末の晴天下での実施だったため、非常に気温が高く、熱中症発生のリスクが高
かった。

訓 練 の 成 果

令和７年度 孤立集落状況把握・支援訓練（京都府・内閣府）

訓 練 概 要
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令和７年度 孤立集落状況把握・支援訓練（京都府・内閣府）

▼保健医療福祉
地域調整本部訓練

• 合同救護所訓練では、医
療機関や消防、自衛隊が
連携し、トリアージや応急
処置等、急性期医療対応
を実施した。

• 救出救助訓練では、土砂
災害に埋没した被災者や
座屈ビルに取り残された被
災者等、様々な場面を想定
し、消防や自衛隊による人
命救助の訓練を実施した。

• 避難所開設訓練では、市
の職員や自治会等が避難
所の開設を行った。避難所
には、キッズスペースや要
配慮者スペース、授乳室、
救護・医療スペース、JRAT
やDPATへの相談スペース、

ペット避難スペースや車中
泊スペース等が準備され、
多言語での案内が掲示さ
れるなど、多様な事情を
持った避難者が生活するこ
とを想定した設計となって
いた。

• 災害ボランティアセンター
運営訓練では、ボランティ
アセンターの設置及び受付
やボランティアの登録、
ニーズのヒアリング、機材
の貸し出し、マッチングなど
を実施した。

• 車両による救援物資の輸
送訓練では、民間協定事
業者が府内複数箇所に立
ち寄った後、トラックで避難
所に救援物資を届けた

８月３１日(日) 10:00～12:20 訓練 ※京都府総合防災訓練の一環として実施

▼トリアージを
行うDMATら
医療関係者

▼救急車が待機し、
搬送準備

▼土砂に埋没した車
両から被災者を救出

する消防隊員

▼座屈ビルに見立て
た海洋高校校舎から
取り残された人を救
出する消防隊員

▼海洋高校校舎の
屋上から陸上
自衛隊による
ホイスト救助

▼段ボールベッド
を組み立てる様子

▼日本語の他、英語、
中国語、韓国語、ベ
トナム語で案内が書
かれた医療スペース

▼避難所として使
用された体育館

▼設置されたボラ
ンティアセンター

▼ボランティアの
マッチング

▼届けられた
救援物資
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